
 
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
等
に
関
す
る
成
果
目
標
の
考
え
方

国
の
基
本
指
針

都
の
目
標

○
　
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
　
４
倍
以
上

国
基
本
指
針
に
よ
り
計
算
す
る
と
⇒
８
５
２
人

○
　
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
　
８
５
２
人

○
　
福
祉
施
設
利
用
者
の
う
ち
、
就
労
移
行
支
援
事
業
の
利
用
者

が
２
割
以
上

○
　
就
労
継
続
支
援
事
業
の
利
用
者
の
う
ち
、
Ａ
型
の
利
用
者
が

３
割
以
上

国
の
基
本
指
針

都
の
考
え
方
（
案
）

①
　
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
　
２
倍
以
上

国
基
本
指
針
に
よ
り
計
算
す
る
と
⇒
　
2
,1
4
0
人
（
平
成
2
4
年
度
実
績
（
1
,0
7
0
人
）
の
２
倍
）

〇
　
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
　
2
,1
4
0
人

②
　
就
労
移
行
支
援
事
業
の
利
用
者
数
　
６
割
以
上
増
加

○
　
国
の
基
本
指
針
に
よ
る
目
標
は
設
定
せ
ず
、
引
き
続
き
、
都
独
自
の
目
標
と
し
て
区
市

  
町
村
障
害
者
就
労
支
援
事
業
の
利
用
に
よ
る
一
般
就
労
者
数
を
設
定

　
（
案
）
　
区
市
町
村
障
害
者
就
労
支
援
事
業
利
用
に
よ
る
一
般
就
労
者
数
　
2
,5
0
0
人

・
　
都
は
、
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移
行
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
の
卒

　
業
生
や
離
職
者
な
ど
で
一
般
就
労
を
希
望
す
る
障
害
者
が
企
業
等
で
働
く
機
会
を
拡
大
す
る

　
た
め
「
区
市
町
村
障
害
者
就
労
支
援
事
業
」
を
推
進

・
　
一
般
就
労
に
向
け
た
支
援
に
関
す
る
量
的
な
目
標
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
都
独
自
に

　
区
市
町
村
障
害
者
就
労
支
援
事
業
の
利
用
に
よ
る
就
労
者
数
の
目
標
を
設
定
し
取
り
組
む
。

・
　
就
労
移
行
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
支
援
の
質
（
就
労
移
行
率
）
に
関
す
る
③
の
目
標
は

　
設
定

・
　
就
労
移
行
支
援
事
業
を
含
め
た
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
及
び
サ
ー
ビ
ス
量
は
、
区
市
町

　
村
が
地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
設
定
し
た
見
込
量
を
基
本
と
し
て
、
地
域
生
活
基

　
盤
の
整
備
を
進
め
る
観
点
か
ら
調
整
を
図
り
、
成
果
目
標
の
達
成
に
必
要
な
量
を
見
込
む
。

③
　
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
う
ち
、
就
労
移
行
率
が
３
割
以
上

の
事
業
所
が
全
体
の
５
割
以
上

〇
　
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
う
ち
、
就
労
移
行
率
が
３
割
以
上
の
事
業
所
が
全
体
の

  
 ５
割
以
上

（
都
の
現
状
）
　
　
2
4
年
度
　
4
1
.3
％
　
　
　
2
5
年
度
　
4
4
.1
％

第
３
期

障
害
福
祉
計
画

（
基
準
時
点
）

平
成
1
7
年
度

（
終
了
時
点
）

平
成
2
6
年
度

○
　
区
市
町
村
障
害
者
就
労
支
援
事
業
利
用
に
よ
る
一
般
就
労
者
数
　
1
,5
0
0
人

　
　
　
（
平
成
1
7
年
度
の
２
倍
以
上
）

第
４
期

障
害
福
祉
計
画

（
基
準
時
点
）

①
平
成
2
4
年
度

②
平
成
2
5
年
度
末

（
終
了
時
点
）

平
成
2
9
年
度
末

H
2
7
.1
.2
6

資
料
5
-
2

推
進
協
議
会
　
第
６
回
専
門
部
会
（
拡
大
）


